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• アインげんきキッズ2007〜／ひまわり2015〜

• ユースMDCプロジェクト（一社ULURA／独） 2013〜

• ココ・カラ基地プロジェクト（筑波大学社会貢献プロジェクト） 2021〜

• 少年院体育指導・出所障害者支援2017〜

• アインMDC＿ユースMDC、個別カウンセリング 2000〜

• インクルーシブ体育事業（スポーツ庁） 2014〜

• 障害者スポーツ運動マニュアル作成（スポーツ庁） 2023〜

• アダプテッド定着事業（スポーツ庁） 2017〜

• 障害者スポーツ振興計画策定（スポーツ庁） 2023〜

• スポーツ推進計画策定（墨田区） 2023〜

• 福祉施設でのプログラム監修（一社ULURA／独） 2023〜

• 障害者のための地域スポーツ体験会（つくば市／一社ULURA） 2023〜

• 障害児者のための運動習慣定着事業（東京都／一社ULURA ） 2023〜

これまでの取組 共生社会にむけた地域スポーツのあり方
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地域で⾃分らしいスポーツライフの実現

地域スポーツ施設の
⽇常的活⽤ガイド

障害者のスポーツニーズ
・スポーツ実施率の向上
・興味関⼼がない7割
・主に軽運動、⾝近な場所での
運動、⾝近な⼈のサポート

スポーツ資源のニーズ
・スポーツ⼈⼝増加の促進
・ニーズがあがってこない
・プログラムがない
・専⾨スタッフがいない

障害者スポーツの可視化
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持続的なスポーツ実施

障害者スポーツ振興モデル

4

地域資源・制度とのコーディネート

Active Matching ＆Bridging Model

地域スポーツ施設と
地域⼈材とのマッチング

重
要

重
要

福祉・医療・都市計
画等の制度の活⽤

地域資源の活⽤

現状と課題 共生社会にむけた地域スポーツのあり方
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実際の取組

地域社会
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地域スポーツ施設の
⽇常的活⽤ガイド
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地域スポーツ施設と
地域⼈材とのマッチング

重
要

重
要

福祉・医療・都市計画等の制度の活⽤

地域資源の活⽤ アインげんきキッズ・ひまわり
アインMDC＿ユースMDC他

福祉施設でのプログラム監修

障害児者運動習慣定着事業

ユースMDC project
ココ・カラ基地 project

運動指導マニュアル作成
アダプテッド定着事業

地域で⾃分らしいスポーツライフの実現
持続的なスポーツ実施

Active Matching ＆Bridging Model

共生社会にむけた地域スポーツのあり方

地域スポーツ体験事業

実際の取組 共生社会にむけた地域スポーツのあり方

障害児者の運動習慣定着支援事業
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福祉施設
・職員向けに研修会
・地域施設の動機づけ
スポーツ施設
・事前リサーチ
地域⼈材
・⾏政の意向把握

福祉施設
・ポジティブ体験重視
・福祉施設職員への移⾏
スポーツ施設
・職員とコミュニケーション
地域⼈材
・次年度

共生社会にむけた地域スポーツのあり方実際の取組
障害児者の運動習慣定着支援事業

地域スポーツ体験事業

共生社会にむけた地域スポーツのあり方実際の取組
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当事者
・イメージがわかない
・交通⼿段がない
・頼れる⼈材がいない

福祉施設
・宣伝作業に協⼒、地域ニーズのリサーチ
・施設単位でのニーズの掘り起こし
・送迎・⼿当の制度の構築
スポーツ施設
・⽇時の設定、当⽇の担当者との顔合わせ
・当⽇の流れの確認
スポーツ推進員
・制度が複雑で活⽤の仕⽅は要検討

募 集 参加者との
事前⾯接

スポーツ推進員との
事前MTG

体験会の
実施

他団体紹介

フォローアップ

2023年度

モニターを含む

数回活動を実施

課題

スポーツ施設との
事前調整

地域資源
情報収集

共生社会にむけた地域スポーツのあり方

地域スポーツ体験事業
実際の取組

ロボットやAI領域への積極的提案と協働による課題解決
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地域スポーツ施設の
⽇常的活⽤ガイド
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重
要

障害者施設での出前スポーツ活動事業

重
要

地域スポーツ施設と
地域⼈材とのマッチング

地域スポーツ施設での
スポーツ体験事業

地域で⾃分らしいスポーツライフの実現
持続的なスポーツ実施

フォロー
アップ

自助・共助

共生社会にむけた地域スポーツのあり方

地域スポーツにつなげるために
取組のまとめ

①複数部署間交渉
②関係者会議の開催

①ニーズの把握 ②地域資源機関・⼈材のリサーチ
③連絡調整 ④研修・連絡会議の調整

地域スポーツ活用
ガイド事業

①制度等の活⽤
②伴⾛型⽀援の実施

団体紹介

同じ⼈・同じ活動内容

同じ⼈・同じ場

その１
実際にコーディネーターをおいて障害者スポーツ振興を⾏っている（計画
している）⾃治体や法⼈、事業所に対して、どのようなコーディネーター
（資格・免許、業務内容、資質等）を配置すると、どのような障害者ス
ポーツ振興が可能か、実施率、活動参加場所拡⼤、ソーシャル・キャピ
タル等の指標をもとに、どんな課題があるのかを把握すべき。

さいごに 今後の取組に向けて

その２
地域で障害者スポーツ振興に関わるコーディネーターを育成するためにど
んな研修会カリキュラムが必要なのかを仮説的に実施し、その効果検証
をもとに障害者スポーツコーディネーター養成における課題を把握すべき。

その３
上記の成果をもとに、スポーツ推進員の研修や中級パラスポーツ指導員
資格、その他のスポーツ関連資格のなかに取り込むことはできないかを検
討すべき。
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